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〔 Abstract 〕
錯体の光機能性を制御する新しい手法について紹介する。レニウム(I)錯体内の配位子間に、配位空間を経由した弱い相互作用を積極的に導入するこ

とにより、その性 をコントロールできることを見出した。この方法により、吸収は 波 化するが、発光は逆に短波 シフトする。また、励 寿

命は くなり、励 状態の酸化還元特性も向上する。その結果、二酸化炭素光還元触媒能が大幅に向上した。この相互作用が発現する環状レニウム

多核錯体の合成と光物性に関しても合わせて紹介する予定である。
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